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がなされ、同改正は、本年3月1日、施行されています。
この株式交付では、売り手側は、貴社ではなく株主である
貴方個人が取引主体となるので、貴社において株主総会の
特別決議等は不要ですが、貴社が非公開会社の場合は、
貴社における株式譲渡の承認手続は必要となります。

2．円滑な組織再編を阻害しない税制～適格or非適格～
前記1で言及した株式交換等でも、従来から、会社の組

織再編に当たっては、税制上適格（＝一定の要件を充たす）
となれば、買収時点での譲渡損益を認識しない（＝譲渡課
税を繰り延べる）措置が用意されていました。しかし、買
収対価に僅かでも現金を含めただけで、税制上非適格と
なって、買収時点で譲渡損益を認識（＝譲渡課税が発生）
してしまう、という使い勝手の悪さがありました。
これに対して、新設の株式交付においては、他の要件を

充たす必要はあるものの、買収対価に一定割合（2割）まで
は、金銭などの買収側企業の株式以外の財産を含めても税
制上非適格とならない等、対価についてやや柔軟な取扱い
を許容する税制上の措置が、今年度の税制改正で新設さ
れています。
ご相談のケースでも、税制上適格となれば、貴方が、貴

社株式を譲り渡して相手企業の株式を受け取った時点では
譲渡課税は発生せず、受け取った相手企業の株式を将来
譲渡したときにはじめて譲渡課税が発生する、ということ
になりますから、将来受け取った譲渡代金を納税資金に充
てれば足ります。
ただ、組織再編に際しては、採用する法形式によって、

適用される法規制も異なれば、税制上適格になるか否かの
判断のポイントも変わってきます。
これらの判断は、一般の方には事実上不可能ですから、

気軽に考えず、税理士等の専門家の判断を早めに仰いでお
くことをオススメします。

3．後継者探しも税理士に
ところで、貴方は、後継者を見つけられないということ

でしたが、税理士会は、税理士関与先中小企業等の後継
者探しを支援するため、「担い手探しナビ」という会員向け
サイトを運営しています。
事業承継に悩まれておられる中小企業等の皆さんは、ま

ずは税理士等の専門家にご相談ください。

私は、ある会社の社長兼大株主です。高
齢により引退を考えているものの後継者が見
つからず、大きな上場企業から、一定の金
員とその上場企業株式とを対価として会社を

譲ってもらえないか、と申入れを受けています。その企業
は、高い配当を出していますので、毎年定額のお金が入っ
てきてのんびり暮らせるなら、と心が動いているところで
す。ただ、譲渡時には、一定の金員が手に入るとはいって
も、纏まったお金が入ってくるわけではありませんから、
その時点で高額な譲渡課税が発生しないか心配です。当
社株式譲渡時点で譲渡課税が発生するのでしょうか。

税制上適格か非適格かで、答えが変わり
ます。

1．株式交換？ 現物出資？ 株式交付？
一口に相手の株式を対価として受け取って会社を譲る、

と言っても、実は、その法形式は様々で、法形式が違え
ば、税制上適格となる要件も変わってきます。
そこで、相手企業が、どのような法形式で貴社を譲り受

けようとしているのか、聞いてみましょう。
買収側会社の株式を対価とする組織再編については、株

式交換という会社法上の制度が、以前からありましたが、
完全親子関係の構築を想定とした制度であることから、円
滑な承継のために、貴方が、承継後も少数株主として貴社
に残りたい、という場合には使えない、ということになり
ます。
また、会社法上の現物出資という制度を利用するやり方

もありますが、原則として裁判所によって選任された検査
役の調査が必要となるなど手続的な負担が重すぎる上、一
定の場合に、貴方が、追加で財産を拠出させられるリスク
もあります。産業競争力強化法による特例措置によって、
この現物出資に関する規制を免れる方法もありましたが、
主務大臣の事前認定を受けなければならない等、やはり手
続が煩雑でした。
そこで、比較的煩雑でない手続で、自社株式等を対価と

した買収を行いたい、子会社にはしたいが完全子会社にま
ではしなくても良い、という買収側企業のニーズに対応する
形で、売り手の会社の株主の株式を、自社株式等を対価と
して買収する、株式交付という制度を新設する会社法改正
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中小企業等の事業承継を後押し
する税制改正等について

九州北部税理士会　福岡支部　調査研究委員会　金谷 比呂史

こんなときは、「必ず」110番！！
「駐車している車の運転席で飲酒している。」
「酒に酔った様子の人や酒臭のする人が運転席に乗ろうとし
ている。」
※「蛇行運転」や「青信号なのに発進しない」など、飲酒運転の疑いのある車
を見かけた際も、110番通報をお願いします。

「110」をダイヤルして、次の情報を話して下さい。

① いつ？
　 （たった今、何分前など）
② どこで？
　 （目印となる建物、交差点名など）
③ どんな車？
　 （色、ナンバー、車種、メーカー、車名など）
④ どんな人？
　 （性別、年齢、服装、髪型、眼鏡の有無など）
⑤ どんな感じ？
　 （車内でお酒を飲んでいた、蛇行しているなど）
⑥ どっちに向かっている？
　 （方角、○○町方向など）

「福岡県飲酒運転撲滅運動の推進に関する条例」が
改正され、県民の皆様に飲酒運転を目撃した際の
110番通報が義務化されました。

見逃さない!!  飲酒運転は110番
～飲酒運転は絶対しない、させない、許さない、そして見逃さない～
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110番通報の方法

※①～⑥全てではなく、断片的な情報でも構いません。
※通報された方の氏名等を相手に伝えることはありませんので、オペレーター
　にお名前と連絡先をお伝えください。

飲酒運転に係る通報の義務

【二日酔い運転にならないために、次のことを守りましょう】
〇アルコールの分解には時間がかかります。飲酒するときの
体調、翌朝に運転を開始する時間を考えて飲酒しましょう。
〇アルコールが残っているかの判断は、自分の感覚に頼らず
に、アルコールチェッカーを使うか、家族に確認してもら
いましょう。
〇アルコールが残っているかもしれないと思ったら、絶対に
自分で運転せず、家族に送迎を頼むか、公共交通機関を
利用しましょう。

「一眠りしたから大丈夫」 ➡ No！
睡眠中は肝臓の機能が低下し、体内のアルコール
処理速度が遅くなりますので、処理時間に余裕を持つ
必要があります。

「風呂で汗を流したから大丈夫」 ➡ No！
体内のアルコールの多くは、肝臓で分解されるの
で、汗や尿などでアルコールが抜けることはほとんど
ありません。

飲酒運転につながるよくある間違い

～あなたの通報が、飲酒運転による悲惨な事故を未然に防ぐことに繋がります～
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飲酒運転撲滅
スペシャルコンテンツ
はこちら
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